
 極点処理から ODF解析のチュートリアル 
 StandardODF編(規格化は、ＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄ) 

異方性も材料特性に影響します。異方性の表現方法として、結晶方位{hkl}<uvw>があります。 

極点図から結晶方位計算に関して StandardODFを用いて説明します。 

 

圧延    {hkl}:板面  <uvw>：RD方向 

   ――＞Roling direction 

 

 

 

極点図 

  

 

ODF解析から求められる ODF図（結晶方位図） 

  

  結晶方位図から{hkl}<uvw>を求める。 

 

 CTRパッケージソフトウエアと StandardODFを使用します。 



極点図から{hkl}<uvw>を求める過程は 

 極点図のデータ処理（バックグランド除去、RD補正、吸収補正、defocus補正、平滑化） 

 ＯＤＦ解析ファイル作成 

 ODF解析 

 ODF解析Ｅｒｒｏｒ評価 

 {hkl}<uvw>の決定 

 があります。 

例 C:¥CTR¥DATA¥ODFPoleFigurte2 の Aluminum極点図を処理する 

１． 極点図処理 

測定データを複数同時選択  defocusファイル指定 

 

    最適化Ｒｐ％の指定    極点処理を開始 

極点処理した極点図が表示されます。 

 

最適化された Rp%が表示されます。 

 

  計算結果は、パラメータに左右されます。 



３D極点図を等高線極点図への切り替え 

  

 

 

 

 

 

3D-極点図 

等高線極点図 



等高線にレベル表示 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最適化以前の Rp%  

 

最適化後の Rp% 

 

 Rp%プロファイルの変化が確認出来ます。 



極点図の対称性評価（ODFPoleFifure2（ToolKit）->PoleOrientationToos->PoleAsymmetryValue） 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは、１／４対称操作が行われるが、極点図の対称性を数値化すると、 

対称性は０部分のβ方向の平均値をα方向にプロットした曲線の、１，２，３部分の Rp%を計算する。 

 

 

 

 

０部分に対し、３部分は一致するが、１，２部分は一致度が低い 

１／４平均では、極点図のずれが発生する。 



ODF解析のためのファイル作成画面を作成  

 

２． ＯＤＦ解析ファイル作成 

極点データ処理したファイルが表示されているので、目的とするＯＤＦを選択します。 

 

 StandardODF向けファイルを作成 

  

 入力データホルダに StandardODF ホルダが作成され、StandardODF入力ファイルが作成 

  



３． ODF解析 

作成されたファイルを個々に選択 

 

 パラメータを指定して、計算を実行します。 

   

StandardODFは C:¥ODFホルダがワークホルダで、解析結果が上書きされます。 

解析結果はＥｘｐｏｒｔして、後から参照出来る様にします。 

  

StandardODFEXportInport 

ソフトウエアは 

ODFPoleFigure2（ToolKit）-> 

StandardODFToolsから起動します。 



４． ＯＤＦ解析のＥｒｒｏｒ評価 

  StandardODFのワークホルダ（Export先）を選択 

 

 

 Rp%（入力極点図と再計算極点図の偏差）を確認（ΣＲｐ％） 

 

 

グラフはα軸に対する、Ｒｐ％の挙動を表現しています。 

±１．５％を超えたり、プロファイルの右側付近（defocus補正量の大きい部分）をチェックします。 

このデータでは異常ありません。 



極点図の確認 

 入力極点図(上段)、再計算極点図（中段）、残差極点図（下段）の確認が出来ます。 

  

  

 

 

 

 

 

 



５．{hkl}<uvw>の決定 

 ODFDisplayを用いて結晶方位密度を計算します。 

  

 

  

  S方位が大きな値になっているので、β-Fiberが発達しています。 

  β－Ｆｉｂｅｒを確認します。 

 評価は 

  Cube,Gossは 1/4で評価、Copper、Brassは 1/2で評価します。 

 

 



5.1 {hkl}<uvw>の方位リスト作成 

  

 

 最大 8個の ODF結晶方位比較が可能 

 

  



  

 β-Fiberプロファイル 

 

 

では、Ｅｕｌｅｒ角度の±５度以内の最大値でプロットする。 

結晶方位のずれ対策です。 

 

 



６．簡易Ｒｐ％を事前に検索する方法（ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５） 

ODFPoleFigure2では Randomサンプル無しでも defocus補正できますが、 

Random試料があれば、ODFPoleFigure1.5ソフトウエアで最適化 Rp%の補正が可能になります。 

ODFPoleFigure1.5で Search Rp%モードで解析を行う。 

 

 

 

この試料は、最適化により改善されます。 

 

 

 

等高線極点図と逆極点図 



StandardODFで解析した極点図と逆極点図の等高線表示 

 

StandardODFの描画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



CTRソフトウエアでは、 

 ODF図上をマウス移動で結晶方位をリアルタイムで表示します。 

  

 表示している euler角度や結晶方位部分のマウスクリックで、結晶方位図を表示します。 

    

 



極点図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



CTRで再計算極点図を表示（ODFAfterのMakePoleで StandardODF の極点図を TXT2に変換して表示） 

 

  

  

  

 

 

 

 



逆極点図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣＴＲソフトウエアで逆極点図表示（InverseTools->GPInverseDisplayソフトウエア） 

 マウス移動で方位を表示 

  

  

  

  

 



逆極点図から３６Ｂｏｘの平均方位密度表示 

 InverseContourDisplayソフトウエアで表示 

  

 

 InverseDisp2ソフトウエアで表示 

  


